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　1933 年 1 月１日号『キネマ旬報』で、和田山滋は
『忠臣蔵』（衣笠貞之助監督）を取り上げ次のように述
べた。

　「忠臣蔵」の物語は、芝居者を喰はせ、講釈師
の米櫃を充たし、活動屋には恩恵を垂れて来た。

　衣笠貞之助の『忠臣蔵』は、大佛次郎「赤穂浪士」
をアダプテーション（翻案）して、千坂兵部と大石良
雄との間でスパイ合戦を繰り広げる新味のある『忠臣
蔵』だった。衣笠自身は「忠臣蔵」といえば五歳の童
子もこれを知る、と語ったらしい。
　伊藤大輔『忠臣蔵』（日活、1934 年）、マキノ雅博
『忠臣蔵』（日活、1938 年）といった大御所に加えて、
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など一人の登場人物にフォーカ
スした作品、『俠客忠臣蔵』（東活、1932 年）『少年忠
臣蔵』（兄弟プロ全発声映画、1933 年）や『ジャズ忠臣
蔵』（日活、1937 年）といった二次創作的な「忠臣蔵」
まで、まさに百花繚乱。サイレントならサイレントな
りに、トーキーならそれはそれで賑々しく、見せるの
が「忠臣蔵」だった。水町青磁によれば「各社を通じ
て今までに映画化されたことは無慮三十回以上にも及
ぶといふ。どう改変しやうとも其れが「忠臣蔵」であ
る限りに於て観客の評価は、特に高下はあり得ない。
（略）どうしやうと、刃傷と切腹と山科と討入等とい
ふ風にきまつてゐるのだから」（1938 年 4月 11日『キネ
マ旬報』）ということになる。水町の批評はマキノ正博
『忠臣蔵』についてのもので、阪東妻三郎と片岡千恵
蔵の競演だった。「これで観客が来なければ不思議で
ある。その代り観てから看板通りに受けとるのは、そ
の半数も居ないであらう」と、やや辛口である。
　戦時には「大和魂の維持、高揚」が、「忠臣蔵」イ
デオロギーに付加された。東宝『忠臣蔵』（前篇演出・
滝沢英輔、後篇演出・山本嘉次郎、大河内傳次郎、長谷川

一夫、1939 年）である。南部僑一郎は「忠臣蔵撲滅
論」（『キネマ旬報』1939 年 6 月 11 日）を書いて、
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憤怒をもつて、松の廊下へ来かゝる。そこで悲劇
の発端があつて、早馬、早駕籠、城中の混乱、大
石の出現、祇園の茶屋から、雪の夜の討入りと云
ふ工合に（略）日活のも、松竹のも、それに今度
の東宝のも、又、伊藤大輔のも、池田富保のも、
衣笠貞之助のも、山本嘉次郎、滝沢英輔合作のも
のも、すべて一つの版木からすつた木版画のやう
にぴつたりと同じい「忠臣蔵」であつた。

　と難じた。が、これに対して、
　友田純一郎は「封切館満員、興行価値絶大。興行的
にはやはり「忠臣蔵」さまさまなのである」（『キネマ
旬報』1939 年 5 月 1日）と述べている。
　ここに登場するのが溝口健二『元禄忠臣蔵』（松
竹、封切 1941 年 12 月 1 日前篇、1942 年 2 月 11 日後篇）

である。
　「版木」は違った。原作は、真山青果『元禄忠臣
蔵』（1925 − 1941 年）である。
　溝口監督の『元禄忠臣蔵』は、討入の場面がない。
そして、松の廊下の刃傷沙汰の前振りとしての、吉良
上野介による執拗な浅野内匠頭への嫌がらせ、いび
り、いじめの場面がない。松の廊下の場面も、「ち、

東宝『忠臣蔵』「忠臣蔵便り」
（1939 年 2月 21 日号『キネマ旬報』）



（ 2 ）

ちょっと待て」と待ったをかけてなぜそうなるのか見
直したくなるような、あっという間の出来事である。
気づいた時には画面後方からいきなり走りでた浅野が
吉良に斬りかかり、わらわらと人々にとりおさえられ
ている。それどころか、真山青果『元禄忠臣蔵』で
は、この松の廊下の浅野と吉良の刃傷沙汰の場さえ省
筆されていた。
　あれはなんだったのか。
　溝口健二『元禄忠臣蔵』には、幾多の「忠臣蔵」も
ののなかでも、ただ「忠臣蔵」人気にあやかろうとい
うだけではない、際立ったところがある。次回はそれ
について考えてみたい。

溝口健二監督『元禄忠臣蔵』松の廊下の場面


